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取扱説明書（保証書付）
このたびは、お買い上げいただきありがとうございます。ご使用前にこの取扱
説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。お読みになった後は、い
つでも見られるところに必ず保存してください。また、正しく安全にお使いい
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正常な機能を維持し、末永くお使いいただくために、お風呂場の近くやストーブ、
直射日光の当たる場所など、高温や多湿の場所ではお使いにならないでください。

汚れをとる場合は、柔らかい布で軽く拭き取ってください。汚れがひどい場合は、
水に浸した布を固く絞ってから拭き取ってください。このとき、必ず電源プラグを

研磨剤や強力な洗剤は、本体の仕上げを傷つけることがありますので、絶対に使用
しないでください。また、ベンジン、アルコール、シンナーなどは使わないでくだ

ヘッドホンをヘッドホン端子に差したまま

前面左にある切換ツマミはレコードに合わ

レコード針保護カバーを前方向にスライド

前面左にある切換ツマミはラジオ（AM・
FM）

お聴きになりたい番組の周波数は合ってい

受信しやすい方向にアンテナを動かしてみ

この「安全上のご注意」、「取扱説明書」及び製品への表示では、製品を安全に正しくお使いい
ただき、お使いになるかたや他の人への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろい
ろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

●ぐらついた台の上や、傾いた所など不安定な場
所に置かないで、指定の固定方法で取付けてく
ださい。落ちたり、倒れたりして、けがの原因と
なります。

●表示された電源電圧（交流100ボルト）以外の
電圧で使用しないでください。火災・感電の原
因となります。

●本器に水が入ったり、本器の内部がぬれたりしな
いようにご注意ください。火災・感電の原因とな
ります。

●電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、
無理に曲げたり、ねじったりしないでください。
また、重いものをのせたり、熱器具に近づけたり、
引っぱったりしないでください。電源コードが破
損し、火災・感電の原因となります。電源コード
が傷んだら（芯線の露出、断線など）販売店に交
換をご依頼ください。そのままご使用になると
火災・感電の原因となります。●煙が出ている、変な臭いがするなどの異常状態

のまま使用すると、火災・感電の原因となります。
すぐに電源プラグをコンセントから抜いてくださ
い。煙が出なくなるのを確認して販売店に修理
をご依頼ください。お客様による修理は危険で
すから絶対おやめください。

●湿気やほこりの多い場所、油煙や湯気が当た
るような場所（調理台や加湿器のそば）に置
かないでください。また、振動のある場所に
置かないでください。故障や火災・感電の原
因となることがあります。

●直射日光の当たる所、温室やサンルームなど
の温度や湿度の高いところに置かないでくだ
さい。火災・感電の原因となることがあります。

●電源プラグを抜くときは、必ずプラグを持って
抜いてください。電源コードを引っぱるとコ
ードが傷つき、火災・感電の原因となることが
あります。

●ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでく
ださい。感電の原因となることがあります。

この表示を無視して、誤
った取扱いをすると、人
が死亡または重傷を負
う可能性が想定される
内容を示しています。

この表示を無視して、誤
った取扱いをすると、人
が障害を負う可能性が
想定される内容及び物
的損害の発生が想定さ
れる内容を示しています。

△記号は注意（注意・警告を含む）を促す内容があることを告げるも
のです。図の中に具体的な注意内容（左図の場合は警告または注意）
が描かれています。

k 記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近くに
具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

●記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。図の中
に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜い
てください。）が描かれています。

①カバーを取付けやすいように、
ベロを起します。

②ベロをカバーの長穴に差し込み
ます。
③カバーにあるツメを切り込み部
にはめ込みます。両手の親指と
人差指でカチッと音がするまで
押し込んでください。
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①選択ツマミをラジオ（AMまたはFMの聞きたいバンド）
②電源／ボリューム（音量調整）ツマミを回すと電源が入り電源ランプが赤色に点灯
します。
③選局ツマミを回して、お聴きになりたいラジオ局（周波数）
④FMステレオ放送を聞く場合、本機の後側にある FMステレオスイッチをFM ST
側にします。選曲されるとFMステレオ表示ランプ が点灯します。FM電波が弱
く、雑音が発生した場合はFM（モノラル）側を選択すると、雑音が改善される
場合があります。FM（モノラル）

⑤音量調整ツマミ

通常の使用には、自動停止スイッチ
を「入」側にしてください。
演奏が終わるとターンテーブル

しかし、EP（ドーナツ盤）や、SP盤を聴
くときは、レコード盤の種類により、途
中でレコードが止まることがありますの
で、レコード自動停止スイッチは「切」

FM・ST

AM

FM

電源／ボリ

①レコード針保護カバーを前方
向へスライドさせ外します。

②トーンアームクランプを外し
てください。

電源／ボリューム（音量調整）

①前面パネルの選択ツマミをレコードに合わ
せます。

②電源／ボリュームツマミを回し、電源を入れ
てください。電源ランプ（赤）が点灯します。
③レコードをターンテーブルにのせます。EP
レコード（ドーナツ盤）を聞くときは、センタ
ー軸にアダプターをのせてレコードをセット
してください。
④レコードの種類に応じて、回転数切換スイッ
チをスライドさせ、スピードを合わせます。
⑤針のついたヘッドをレコードに近づけるとタ
ーンテーブルが回転しますので、静かに針を
のせてください。演奏が開始されます。

⑥音量調整ツマミを調整し、お好みの音量で
お聴きください。
⑦レコードの演奏途中でストップしたい場合や
演奏が終了したら、レコード盤を傷つけない
ように静かに針を持ち上げ、トーンアームホ
ルダーに戻します。

EP（ドーナツ盤）

選択ツマミをレコードに合わせます。

ボリューム（音量調整）
ラジオ（AM／FM）
に合わせます。


